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論文内容の要旨
豊年誓部大動脈癌手術時、逆行性脳潜流施行中に他臓器の逆行性潜流を併施する施設が増加し　●
つつある。しかし、逆行性脳潜流に関しては当施設を含め多くの施設で、臨床的、実験的にその有
効性が報告されてはいるが、他臓器の逆行性濯流に関する実験的検討の報告は少なく、その有効性
は不明である。今回、我々は、下半身の逆行性臓器連流の中でも、特に逆行性腎濯流の有効性に注
目し、実験を行ったので、若干の検討と考察を加えて報告する。
【方　法】雑種成犬を用いた。塩酸ケタミン筋注及びベントバルビタール静注による麻酔下に腹部
を正中切開し、全身ヘパリン化を行った。単純冷却群では腎動脈を切断解放後、腎臓の腹側より氷
冷し、逆行性腎潜流群では腎動脈の切断解放後、下大静脈より平均濯流圧21．8±0．8mmHgにて平
均酸素飽和度99．9±0．1％、平均ヘマトクリット値24．2±1．7％、平均温度15．8±1．8度の酸素化血液を
落差送血した。両群とも、施行1時間後に腎皮質を採取し、組織の水分含有率、組織中のATP値、
ADP値、AMP値、ATP＋ADP＋AMP値を測定した。
【結　果】
保存1時間後の水分含有率は、単純冷却群80．6±1．0％、逆行性腎濯流群82．0±1．6％と有意に逆行
性腎連流群が高値であった（P＝0．016）。逆行性腎濯流の流量は開始時、1腎あたり平均9．4ml／kg
（体重）／hrであったが、終了直前には6．9m／kg（体重）／hrと有意に（p＝0．0055）減少した。ま
た、腎静脈より送血した血液の酸素飽和度は99．9±0．1％に対して、腎動脈より流出してきた血液の
酸素飽和度は42．3±16．5％と有意に低下しており（P＝0．0015）、逆行性腎潜流中の腎臓での好気性
代謝の存在が考えられた。さらに、組織中のATP値は単純冷却群0．12±0．04±mol／g、逆行性腎連
流群0．18±0．05±mol／gと逆行性腎濯流群で有意に高値であり（P＝0．02）、ADP値は単純冷却群0．
51±0．20〟mOl／g、逆行性腎濯流群OAl±0．13〃mOl／gと有意差はなく、AMP値、ATP＋ADP＋
AMP値は単純冷却群0．97±0．24〟mOl／g、1．60±0．27〃mOl／g，逆行性腎潜流群0．62±0．13〟mOl／g、
1．20±0．20〟mOl／gと単純冷却群で有意に高値であった（P＝0．0001、P＝0．0003）。
【考　察】
逆行性脳濯流法はその簡便性」有効性から弓部大動脈癌手術における脳保護法として、本邦のみ
ならず欧米にも広まりつつあり、その有効性に関しては、臨床的又は実験的に多数報告されている。
この逆行性脳濯流法施行中、脳以外の肝臓、腎臓などの下半身の臓器は低体温循環停止のため阻血
状態にさらされることとなるが、近年、これらの臓器にも逆行性潜流を施行する全身逆行性潜流法
の報告が散見されるようになってきた。しかし、全身の逆行性濯流法施行中の肝臓、腎臓の血流を
測定した実験的報告はあるものの、代謝に注目した報告はほとんどなく、その有効性は依然不明で
ある。
今回、我々は雑種成犬を用いた実験を行い逆行性腎潜流群が単純冷却群に比しより高いATP値
－8－
を維持できることから、その有効性を示した。ただ、ATP値より腎保護の評価に有用であると
Boreらが指摘しているはATP＋ADP＋AMP値は逆行性腎濯流群でむしろ低値であった。これは、
我々の実験が1時間と短時間であったためBoreらの実験と異なり、ATPが十分に残っており、逆
にADP、AMPがさほど増加していないためと考えられ、Curanoらも十分にATPが残っている状
況では、ATP値の評価が腎保存の評価に有用と報告している。また、逆行性腎濯流法施行後の腎
臓のATP値0．18±0．05〟mOl／gはその有効性が臨床的にも認められている逆行性脳濯流法施行後の
脳のATP値0．12±0．04FLmOl／gよりも高値であった。
さらに、摘出腎での実験ではあるが、Isselhardは腎臓を30mmHgの圧にて酸素化した濯流液に
て逆行性連流を4時間行ったところ、単純冷却した腎臓のATP値が0．20±0．09〟mOl／gに低下した
のに対して、逆行性濯流した腎臓のATP値は2．05±0．15〟mOl／gと非常に高値で、しかも、生体内
に移植後の腎機能の回復も逆行性濯流群の方が早いと報告している。彼らの実験では、我々の逆行
性連流圧20mmHgより高い圧でしかも長時間連流しているが、腎機能の回復は速やかであり、我々
の実験で認められた逆行性濯流による浮腫（水分含有率の増加）の悪影響はほとんど問題にならな
いものと考えられる。
【結　語】逆行性腎濯流は単純冷却に比し腎臓のATP維持に有効であった。
論文審査の結果の要旨
近年、大血管手術時の肝臓、腎臓の阻血に対する保護方法として逆行性腎および肝潜流を施行す
る施設が増加しつつある。しかし、臨床報告では有効とされているものの、実験的報告はなく、そ
の有効性は科学的に実証されたものとなっていなかった。本研究は、腎動脈を巻き込んだ腹部大動
脈癌手術時の腎保護法である単純冷却法に代わる保護法として、逆行性腎濯流の可能性に注目し、
その有効性を雑種成犬をもちいて、検討したものである。
雑種成犬13頭の26個の腎臓を用い、腎臓を氷枕による氷袷で保護した単純冷却群と、平均ヘマト
クリット値24．2％に希釈した平均温度15．8℃の酸素化血液を平均21．8mmHgの濯流圧で腎静脈より
送血した逆行性腎濯流群につき検討した。両群で施行1時間後に腎皮質組織片を採取し、組織の水
分含有率、組織中のATP、ADP、AMPおよびATP＋ADP＋AMP含量を測定した。水分含有率は、
単純冷却群80．64％、逆行性腎濯流群81．98％と有意に逆行性腎潜流群が高値であった（P＝0．016）。
また、腎静脈より送血した血液酸素飽和度99．9％に対して、腎動脈より流出してきた血液の酸素飽
●　：二十二二、二〕二言∵立言∴二∴∴∴∵∵∴
腎濯流群0．18〃mOl／gと逆行性腎濯流群で有意に高値であった（P＝0．02）。これらの実験結果か
ら逆行性腎濯流は腎臓阻血時の腎臓保護に有効であると考えられた。
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